
第４７号議案 令和６年度中間市一般会計補正予算（第５号）

上記の議案に対する修正案を別紙のとおり地方自治法第１１５条の３及び中間市議会

会議規則第１７条の規定により提出します。

令和６年１２月１２日提出

中間市議会議長 中 野 勝 寛 様

提出者 中間市議会議員 蛙 田 忠 行

賛成者 中間市議会議員 堀 田 克 也

賛成者 中間市議会議員 田 口 善 大

修正動議　提出分





（別紙）

第４７号議案 令和６年度中間市一般会計補正予算（第５号）に対する修正案

第４７号議案 令和６年度中間市一般会計補正予算（第５号）の一部を次のように修正す

る。

「第１表 歳入歳出予算補正」の「２ 歳出」の表の一部を次のように改める。

（単位：千円）

款 項 補正前の額 補 正 額 計

2 総 務 費

3,423,348

△76,155

△81,829

3,347,193

3,341,519

1 総務管理費

3,015,819

△105,395

△111,069

2,910,424

2,904,750

9 消 防 費

629,441

1,200

6,874

630,641

636,315

1 消 防 費

629,441

1,200

6,874

630,641

636,315

歳 出 合 計
19,494,353 109,001 19,603,354



修 正 案 に 関 す る 説 明 書

歳 入 歳 出 補 正 予 算 事 項 別 明 細 書

１ 総 括

（歳 出） （単位：千円）

款 補正前の額 補 正 額 計

補 正 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

2 総 務 費

3,423,348

△76,155

△81,829

3,347,193

3,341,519 7,538

△83,693

△89,367

9 消 防 費

629,441

1,200

6,874

630,641

636,315

1,200

6,874

歳 出 合 計
19,494,353 109,001 19,603,354 33,977 37,742 34,599 2,683



３ 歳 出

（単位：千円）

款 項 目 補正前の額 補 正 額 計
補正額の財源内訳 節

説 明
特定財源 一般財源 区 分 金 額

2 総 務 費
3,423,348

△76,155
△81,829

3,347,193
3,341,519 7,538

△83,693
△89,367

1 総務管理費
3,015,819

△105,395
△111,069

2,910,424
2,904,750

△105,395
△111,069

16 財政調整基
金費 643,087

△187,250
△192,924

455,837
450,163

△187,250
△192,924

24 積 立 金 △187,250
△192,924

1〔財政課〕財政調整基金積立金
△187,250
△192,924

積立金 (△187,250)
(△192,924)

9 消 防 費
629,441

1,200
6,874

630,641
636,315

1,200
6,874

1 消 防 費
629,441

1,200
6,874

630,641
636,315

1,200
6,874

4 災害対策費
9,926

1,400
7,074

11,326
17,000

1,400
7,074

10 需 用 費 1,400
6,578

1〔安全安心まちづくり課〕災害対策
に要する経費 1,400

7,074
消耗品費 (1,400)

(6,578)
非常用持出袋配布業務委託料 (0)

(496)

12 委 託 料 0
496

補 正 額 合 計
18,206,054 109,001 18,315,055 106,318 2,683





第４７号議案 令和６年度中間市一般会計補正予算（第５号）に対する修正案

に係る提案理由

日本維新の会 蛙 田 忠 行

令和６年第４回定例会に提案された第４７号議案令和６年度中間市一般会計補正予算（第５

号）について、以下の理由により修正することについて提案いたします。

令和６年度中間市一般会計補正予算（第５号）にて提案された災害対策費７，０７４千円は、

防災事業費として執行するには、その内容、額において極めて妥当とは云えず、１，４００千

円（広報費２００千円を含む。）への減額修正を求めます。

１ 様々な災害から市民の生命財産を守り、市民生活の安全安心を構築していくことは、私た

ち市政に関わる者の使命であり皆さんの共通認識であると思います。この度の非常用持出袋の

全戸配布の提案は、本市の限られた財源の中で、市民の皆様の防災意識の向上をはかり、皆様

とともに安全安心な中間市のさらなる推進のため、どのように予算を組み、使っていくべきか

を改めて認識するための提案として熟慮いたしました。

日本各地の地方自治体で、防災、安全安心施策に様々な取組が行われております。当然地域

の実態にあった、地域住民の要望、ニーズに沿った施策が執行されているものと思われます。

その上で、本動議にて修正を求める非常用持出袋について、既に１０年ほど前に本市では、市

内６校区のまちづくり協議会の地域防災活動の一環として非常用持出袋の配布が一定程度実

施されておりますが、その後にその件についての検証をされたという話も、市民の皆様が喜ん

でいたとも聞いたことがありません。聞こえてくるのは、もっと他に使い道があるだろうとの

市民の皆様の声ばかりだったと思います。この過去の事例から学びますと、本予算案による全

戸配布は正当な理由が見当たらず、さらに非常用に使っていただくにしても余りにも実用性を

伴わない非常用持出袋では、市民ニーズに応えられるものとはとても言い難く、まして防災用

品として市民が何を必要としているかの市民ニーズの調査すらもなされていない現状を考え

ますと、予算の適正な執行とは言えないと判断せざるを得ません。本修正動議は、提出者・賛

成者において、様々な視点から状況や提案内容の分析判断を行った上での提案であることを申

し添えます。



２ 市当局におかれては、改めて市民ニーズの的確な把握に努めなければなりません。特に防

災意識の向上をはかり、安全安心施策を実態に即したものとするためには、広報周知の徹底、

全市民に行き渡るよう取り組むべきであり、行政の一方的な押し付けと見られることは厳に慎

まなければなりません。以上の指摘点を踏まえた上での予算案の審査・検討の結論として、市

民の皆様の声・市民ニーズの把握ができるまでの措置として、市内６校区で１，２００点の配

布及び市内の実態に即し実用性の高いと想定される物として防災用品市場に上がっている物

から品質、用途を精査した上で、１，０００円程度の物を予算化することが、予算の的確化及

び適正な執行になるものと判断する次第であります。本修正動議は、適合した防災用品の全戸

配布が、市民の皆様のニーズと本市の実態に沿うものと確認され、かつその事実を前提とした

優先施策であれば、その事実をもって、防災用品の配布施策を否定するものではないことを付

して提案理由といたします。

（参考資料）

校区ごとの世帯数及びその割合並びに配布枚数を示す一覧表

（令和６年１１月１日現在）

校区名 世帯数（世帯） 割合 配布枚数（枚）

底井野校区 １，８０５ ８．８％ １０６

中間東校区 ４，９６７ ２４．３％ ２９１

中間西校区 ２，５９４ １２．７％ １５２

中間校区 ３，３９０ １６．５％ １９９

中間北校区 ２，８４０ １３．９％ １６６

中間南校区 ４，８７１ ２３．８％ ２８６

総 計 ２０，４６７ １００．０％ １，２００


